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HⅢⅢⅢⅢⅢHⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢに

会

員
相

互

の
心

の
交

大

切

左

と

し

て

第
６
回
　
定
期
通
常
総
会
報
告

昨
年
の
第
５
回
通
常
総
会
は
日
帰
り
を
目
的

と
し
て
横
浜
市
内
で
開
催
し
た
が
、

そ
の
時
の

出
席
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
も
回
帰
り
開
催

の
希
望
が
多
か
っ
た
こ
と
、

そ
れ
に
多
数
の
出

席
者
へ
の
期
待
や
、

財
政
的
負
担
等
を
総
合
的

に
判
断
し
、

本
年
も
昨
年
と
同
じ
、

横
浜
市
港

湾
労
働
会
館
で
六
月

一
日
、

午
後
二
時
か
ら
開

催
し
た
。

し
か
し
、

反
省
す
べ
き
点
と
し
て
、

今
回
は

会
員
数
が
昨
年
よ
り
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、

出
席
者
は
昨
年
の
受
名
を
下
廻
る
３８
名
に

と
ど
ま
つ
た
。
こ
れ
は
総
会
議
案
を
開
催
前
に

印
刷
発
送
す
る
こ
と
に
し
た
た
め
、

総
会
の
約

十
日
前
発
送
と

い
う
短
期
間
で
あ
っ
た
た
め

と
、

今
回
は
、

本
年
度
退
職
者
へ
の
加
入
誘
い

事
務
が
、

当
局
か
ら
の
退
職
者
住
所
録
の
入
手

が
間
に
合
わ
ず
、

七
月
に
な
っ
て
し
ま
い
、

新

退
職
者
の
入
会
加
入
が
見
込
め
な
か
っ
た
た
め

と
い
え
る
。
こ
の
反
省
を
次
回
総
会
に
生
か
す

必
要
が
あ
る
。

申
田
幹
事
の
司
会
で
定
刻
開
会
、

出
席
者
二

十
八
名
、

委
任
状

一
人
五
名
、

会
員
数
二
月
末

日
三
百
五
十
六
名
で
あ
る
の
で
、

会
則
第
１２
条

に
よ
り
結
定
数
の
三
分
の

一
を
超
す
の
で
総
会

が
成
立
す
る
旨
宣
言
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
議
長

選
出
に
対
す
る
動
譲
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
執
行
部

一
任
と
い
う
こ
と
に
な
り
、　

一
般
出
席
者
か
ら

は
立
候
補
が
な
か
っ
た
の
で
川
村
幹
事
を
議
長

に
選
出
し
、

会
議
が
進
め
ら
れ
た
。

式
次
第
に
従
っ
て
、
ま
ず
、

児
玉
代
表
幹
事

『加
入
の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
ご
案
内
』

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、

規
約
　
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

・
所

在

地

〒
加
　
横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）〇
四
五
含
一〇

一
と

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
合
三

一
こ
三

一
七
九

・
振
替
日
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
田
座
番
号

八
七
人
、　

〓
二
九

神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
通
預
金
田
座
番
号

一
二
四
人
六
四
二

郵
便
振
替
口
座横

浜
五
十
六
六
五
人
○

会
費
関
係

０
入

Ａ
〓
金
　
一
、

○
○
○
円

０
終
身
会
費
　
一
一〇
、

○
○
○
円

な
お
、

年
会
費
二
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
も
あ
り

ま
す
。

か
ら
、

退
職
者
会
の
使
命
の
重
要
さ
と
、

退
職

者
こ
だ
ま
会
の
幹
事
の
献
身
的
奉
任
活
動
状
況

や
、

活
動
方
針
に
対
す
る
成
果
と
反
省
を
率
直

に
の
べ
て
会
員
の
理
解
を
求
め
た
。

県
職
労
、

松
本
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
、

当

会
に
対
す
る
救
励
と
期
待
が
の
べ
ら
れ
、

県
職

（次
貫
へ
つ
づ
く
）
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（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

労
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
す
る
旨
の
べ
ら
れ

た
。ま

た
、

横
浜
市
従
退
職
者
会
か
ら
日
立
副
会

長
が
来
賓
と
し
て
激
励
と
相
互
協
力
が
の
べ
ら

れ
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
関
係
団
体
か
ら
来
賓
が

見
え
ら
れ
、

敵
励
を
う
け
た
。

［
ロ
ロ
‐ ‐
‐ ‐
日
Ｈ
巾
一

公

〓
範
群
舜
１６

ｏ
亨
霧
昭
じ

ｍ

一
九
八
九
年

（平
成
元
年
）
度

経
過
報
告

庄
司
副
代
表
幹
事
か
ら
、

譲
案
の
左
の
項
目

に
沿
っ
て
説
明
さ
れ
た
。

・
第
五
固
定
期
総
会
開
催
と
今
後
の
対
応

（改

善
方
策
）

・
執
行
体
制
の
強
化
と
、

定
例
役
員
会
の
開
催

・
事
務
室
の
開
設

・
名
簿
作
成
委
員
会
、

会
報
編
集
委
員
会
の
設

置
・
副
代
表
幹
事
、

諸
星
ヒ
サ
子
氏
の
逝
去

・
慶
弔
共
済
制
度
の
導
入

・
全
労
済
、

火
災
共
済
契
約
更
新
に
際
し
て
の

対
応

（改
善
方
策
）

・
労
働
界
の
情
勢

・
交
流
、

集
会
等

へ
の
参
加

・
会
員
の
加
入
状
況

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の

一
九
八
九
年
度
決
算
報
告

青
木
事
務
局
長
よ
り
、

財
政
の
健
全
化
を
重

点
に
執
行
し
た
こ
と
を
の
べ
説
明
さ
れ
た
。

伸

一
九

八
九
年
会
計
監
査
報
告

本
田
監
事
よ
り
妥
当
に
執
行
さ
れ
て
い
る
旨

報
告
が
あ
り
、

併
せ
て
附
帯
意
見
と
し
て
、

支

出
桐
に
も
繰
越
金
の
項
目
追
加
が
の
ぞ
ま
し
い

と
提
言
さ
れ
た
。

“

一
九
九
〇
年

（平
成
二
年
）
度

活
動
方
針

（奏
）

明
日
幹
事
か
ら
左
の
事
項
に
つ
い
て
順
次
提

案
説
明
が
な
さ
れ
た
。

・
高
齢
者
、

退
職
者
を
と
り
ま
く
社
会
経
済
情

勢向
情
報
の
収
集
　
伝
達
　
会
報
の
発
行

日
会
員
の
拡
大
、

執
行
体
制
の
充
実

日
福
利
厚
生
活
動
の
強
化

側
各
種
団
体
と
の
交
流
及
び
活
動

口
学
習
会
　
趣
味
の
会
等
の
活
動

肉
高
齢
者
職
場
の
開
拓

こ
の
ほ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

健
康
維
持
、

ポ
ケ
防
止
等

へ
参
加
等
が
の
べ
ら

れ
た
。

い

一
九
九
〇
年

（平
成
二
年
）
度

予
算

（案
）

新
し
い
予
算
案
は
新
会
員
七
五
名
う
ち
終
身

会
員
五
〇
名
を
期
待
す
る
な
ど
前
年
度
よ
り
若

千
規
模
拡
大
を
打
ち
出
し
た
予
算
案
が
青
木
事

務
局
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
。

以
上
議
案
に
も
と
づ
き
所
定
の
議
事
が
終
了

し
た
が
、

質
疑
採
決
に
先
立
ち
、

了
承
を
得
て

出
席
会
員
の
中
か
ら
指
名
に
よ
り
約
十
名
の

方
々
に
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
う
か
が
っ
た

が
、

そ
の
内
容
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

的
年

一
回
の
総
会
だ
け
で
な
く
、

会
員
が
顔
を

合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
集
会
を
宿
泊
を
含
め

て
や
っ
て
ほ
し
い
。

（研
修
会
、

講
習
会
、

趣
味
の
会
な
ど
）

的
三
～
五
年
に

一
回
位
泊
り
が
け
で
総
会
を

や
っ
て
に
し
い
。

イ　　）

０
趣
味
の
会
を
発
足
さ
せ
、

会
員
相
互
の
交
流

の
場
と
し
て
ほ
し
い
。

的
役
員
の
奉
任
的
活
動
に
感
謝
し
て
い
る
。

口
会
報
の
情
報
内
容
が
よ
く
、

他
の
退
職
者
会

よ
り
秀
れ
て
い
る
。

い
労
組
の
結
会
の
よ
う
に
な
ら
な
い
で
は
し
い
。

な
ど
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

以
上
出
席
者
の
意
見
を
う
け
た
ま
わ
っ
た
あ

と
議
案
が
１１‐
か
ら
‐５‐
ま
で
順
次
採
決
が
行
わ

れ
、

全
貝
拍
手
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

続
い
て
次
の
二
つ
の
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。

０

会

則

の

一
部

変

更

に

つ

い
て

こ
れ
は
第
３
条
と
、

第
８
条
に
次
の
字
句
を

追
加
す
る
こ
と
と
す
る
。

（追
加
部
分
　
　
）

（目
的
）

第
３
粂
　
本
会
は
県
職
労
と
協
力
し
、

会
員
の

福
社
の
向
上
　
会
員
相
互
の
親
陸
と
交
流
を

深
め
、

団
結
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（役
員
）

第
８
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く

的
代

表

幹

事

１
名

０
副
代
表
幹
事
　
２
名

働
事

務

局

長
　
１
名

（必
要
に
応
じ
て
事
務
局
次
長
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。）

（理
由
）

本
会
の
目
的
で
あ
る
会
員
相
互
の
心

の
交
流
を
重
視
す
る
た
め
、

交
流
の
字
句
を

入
れ
た
こ
と
、

及
び
会
員
の
増
加
と
執
行
体

制
を
強
化
す
る
こ
と
と
事
務
局
長
を
補
佐
す

る
た
め
、

事
務
局
次
長
を
お
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。

以
上
に
つ
い
て
明
日
幹
事
か
ら
提
案
全
員
拍

手
に
よ
り
採
決
さ
れ
た
。

伊
欠
員
役
員
の
補
充
に
つ
い
て

石　
）

副
代
表
幹
事
諸
星
ヒ
サ
子
氏
の
逝
去
に
よ
り

欠
員
に
な
っ
て
い
る
副
代
表
の
補
充
に
つ
い
て

は
、

副
代
表
幹
事
の

一
名
は
女
性
と
す
る
こ
と

が
了
解
さ
れ
て
い
る
の
で
会
計
監
査
で
当
会
設

立
以
来
幹
事
と
し
て
活
動
さ
れ
て
来
た
田
中
央

子
氏
に
副
代
表
幹
事
に
、

俳
せ
て
事
務
局
次
長

に
は
明
日
幹
事
を
お
願
い
し
た
い
旨
児
玉
代
表

幹
事
か
ら
提
案
、拍

手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
欠
員
と
な
る
会
計
監
査
に
つ
い
て
は
執
行

部

一
任
を
と
り
つ
け
承
認
さ
れ
た
の
で
、

七
月

の
役
員
会
で
幹
事
の
上
野
多
恵
子
氏
に
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
議
長
降
壇
、

司
会
の
申
口
幹
事
か
ら

総
会
運
営
に
対
す
る
協
力
に
感
謝
し
、

閉
会
す

る
旨
の
べ
閉
幕
し
た
。

な
お
今
回
の
総
会
で
は
昨
年
同
様
、

出
席
者

に
対
し
、

交
通
費
と
言
う
意
味
あ
い
で
図
書
券

（壱
千
円
券
）
を
贈
呈
し
た
。

閉
会
後
、

今
回
か
ら
は
、

総
会
終
了
後
、
「
は

い
―
さ
よ
う
な
ら
」
で
は
余
り
に
も
味
気
な
い

し
、当

会
は
心
の
交
流
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、

設
立
の
趣
旨
で
も
あ
る
の
で
、

会
場
の
向
い
側

の
横
浜
第
二
港
湾
合
同
庁
舎
食
堂
に
移
し
、

簡

単
乍
ら
引
続
き
軽
飲
食
に
よ
り
懇
親
会
を
開

き
、

会
員
相
互
の
交
流
の
場
と
し
た
。

和
気
あ

い
あ
い
の
中
自
己
紹
介
に
笑
い
と
、

ユ
ー
モ
ア

が
飛
び
出
し
、

参
加
者
は
好
意
的
に
評
価
し
て

下
さ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

こ

の
提
唱
者
の
故
諸
星
ヒ
サ
子
さ
ん
が
席
に
お
ら

れ
な
か
っ
た
の
が
淋
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。
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第
六
回
定
期
総
合
で
実
施
し
た

会
員

の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
‥

（集
計
要
約
）

今
回
の
総
会
に
出
席
さ
れ
た
会
員
は

３８
名
で
、

こ
の
う
ち
男
性
２４
名
で
女
性

‐４
名
で
あ
る
。

以
下
設
問
と
こ
れ
に
対

す
る
回
答
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（設
問

―
）

当
会

の
こ
と
を
ど

こ
で
知

り
、

入
会

し

て
く
だ
さ

い
ま
し
た
か
。

働
０
県
の
高
齢
者
研
修
会
男
４
、

女
２

＜日＞
当
会
の
入
会
案
内
　
　
男
９
、

女
３

い
会
　
報
　
　
　
　
　
　
男
２
、

女
２

口
友
人
の
す
す
め
　
　
　
男
５
、

女
２

的
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
男
３
、

女
３

岡
今
後
の
会
員
増
加
対
策
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（設
間

２
）

保
健

関
係

に

つ
い

て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

ｍ
あ
な
た
は
現
在
身
体
の
具
合
は
い
か

が
で
す
か
。

働
的
健
康
で
あ
る
。

　
　
男
１４
、

女
６

０
病
気
加
療
中
　
　
　
　
男
８
、

女
４

個
病
名
記
入
な
し

の
健
康
保
持
の
た
め
、

ど
ん
な
こ
と
を

な
さ

っ
て

い
ま
す

か
。

）

い
く
よ
く
よ
し
な
い
、

頭
を
使
う

男
１
、

女
１

の
水
泳

（温
水
プ
ー
ル
な
ど
）

男
２
、

女
１

０
会
員
に
役
立
つ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
教
え
て
下
さ
い

（名
医
紹
介
や
病
気
克
服
体
験
な
ど
）

Ｏ
ｍ
直
ぐ
病
気
に
な
る
と
大
病
院
へ
行

く
人
が
い
る
が
、

か
か
り
つ
け
の
診
療

所
、

医
院
の
方
が
息
者
を
よ
く
知
っ
て

い
る
し
、

時
間
も
短
く
て
す
む
。

０
よ
く
歩
く
こ
と
が
大
切
。

い
正
し
い
食
生
活
が
必
要

０
病
院
、

医
院
を
余
り
替
え
な
い
こ
と
。

い
時
代
に
お
く
れ
ず
、

常
に
学
ぶ
姿
勢

が
大
切
。

こ
の
ほ
か
、

病
気
と
対
策
体
験
と
し

て
次
の
よ
う
な
答
が
返
っ
て
来
た
。

働
の
動
脈
硬
化
…
漢
方
薬
を
飲
ん
で
い

２つ
。

＜口
高
血
圧
症
…
規
則
正
し
い
生
活

い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
過
多
～
毎
日
午
乳

を
飲
む
。

円
ゼ
ン
ツ
ク
～
正
し
い
食
生
活

的
狭
心
症
～
定
期
的
校
診

い
そ
の
他

精
力
剤
を
飲
む
、
ヨ
ガ
実
行
、

若
い

人
と
の
交
流
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

病
気
と
療
法
と
の
関
係
が
理
解
で
き
な

）

名
そ
の
他
釣
り
、

詩
吟
、

水
塁
画
、

水

泳
、

映
画
鑑
賞
、

和
裁
、

料
理
、

三
紘
、

編
物
な
ど
幅
広
い
趣
味
各
１
～
２
名

０
当
会
に
趣
昧
の
会
が
出
来
ま
し
た
ら

参
加
さ
れ
ま
す
か

側
の
参
加
す
る
。

１６
名

岡
参
加
し
な
い
。
２
名

い
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
。

１０
名

（
設

間

４

）

年

全

生

活

に

つ

い

て
お
た
ず

ね
し
ま
す

ｍ
住
居
に
つ
い
て

個
の
持
家
３２
名
回
賃
貸
住
宅
２
名
、

で

持
家
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
は
現
在

ま
で
退
職
し
た
人
は
家
を
持
つ
機
会
に

恵
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

の
生
活
費
に
つ
い
て

俗
竹
苦
し
い
。

１３
名
　
口
そ
れ
程
で
も

な
い
。

１７
名
　
内
そ
の
他
４
名
で
、

比

較
的
経
済
的
に
は
心
配
の
な
い
人
が
多

い
。
こ
れ
に
は
妻
の
収
入
や
、

年
金
以

外
の
収
入
、

ま
た
年
金
額
が
平
均
よ
り

高
い
人
の
比
率
が
高
い
為
で
あ
ろ
う
。

苦
し
い
と

い
う
人
は
年
金
だ
け
の
生

活
、

乃
至
年
金
額
が
平
均
以
下
の
人
な

ど
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

伸
公
的
年
金
は
上
厚
下
薄
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、

ど
う
感

じ
ら
れ
ま
す

か
？

鶴
差
が
大
き
い
。

１７
名
　
そ
れ
程
で
も

な
い
。
３
名
　
わ
か
ち
な
い
。

１３
名

こ
の
数
字
か
ら
み
て
感
じ
る
こ
と

は
、

実
際
に
は
実
態
が
よ
く
分
か
ら
な

い
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
ろ
う
。

上
厚

下
薄
で
あ
る
こ
と
は
、

う
す
う
す
感
じ

る
も
の
の
、

数
字
的
把
握
が
出
来
て
い

な
い
の
が
現
状
で
当
会
で
も
機
会
を
み

て
、

年
金
研
究
講
座
で
と
り
上
げ
て
み

て
は
と
思

っ
て
い
る
。

的

一
カ
月
の
生
計
費
は
ど
れ
く
ら
い
必

要
で
し
ょ
う
か
。

（○
円
位
但
し
夫

婦
二
人
世
帯
）

働
４０
万
円
１
名
、

３０
万
円
１０
名
、

２８
万

円
３
名
、

あ
万
円
４
名
、

２０
万
円
３
名
、

‐５
万
円
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

率
直
に

一言
っ
て
生
活
費
の
多
い
に
驚
い
た
。　

一

般
的
に
言
っ
て
月
１５
万
円
前
後
の
人
が

テ
レ
ビ
な
ど
で
多
い
の
に
比
べ
る
と
、

県
退
職
者
は
前
述
の
生
活
費
と
の
関
係

で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

退
職
金
の
活
用

は
も
と
よ
り
、

共
働
き
の
結
果
の
収
入

な
ど
恵
ま
れ
て
い
る
人
が
、

厚
生
年
金

受
給
者
よ
り
多

い
と
い
う
べ
き
か
。

悠
々
自
適
組
の
増
加
は
よ
ろ
こ
ば
し

い
？
と
い
う
べ
き
か
。
う
ら
や
ま
し
い

と
思
う
人
も
多
い
と
思
う
。

に
出
費
の

一
番
多
い
も
の
は

側
食
費
１７
名
、

交
際
費
９
名
、

慶
弔
８

名
、

い
そ
の
他

（税
金
９
名
の
ほ
か
医

療
費
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
が
、

生
活

費
の
多
い
こ
と
か
ら
み
る
と
、

旅
行
な

ど
の
趣
味
が
項
目
に
な
い
の
で
記
載
さ

れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
設

問

５
）

国

、
自

治

体

、
政

党
等

に
陳

情

、
請

願

を
行

う
場

合

ど

ん

な

こ
と

を
出

し
た

ら

よ

い
と
思

い
ま
す

か
。

働
年
金
額
増
額
１８
名
、

医
療
費
軽
減
１２

名
に
つ
づ
き
、

国
民
健
康
保
険
料
の
軽

減
な
ど
で
あ
る
。

（
設

問

６
）

当

会

の

こ
と

に

つ

い
て
ご

意

見

を

お
聞

か

せ
下
さ

い
。

（次
頁
へ
つ
づ
く
）

倒
的
定
期
的
健
診
、

血
圧
測
定
　
１
名

　
い
面
も
あ
る
。

ロ
ボ
ケ
防
止
の
た
め
地
域
活
動
参
加
　
　
（設
問

３
）

趣
味

に

つ
い
て
お

１
名
　
た
ず

ね
し
ま
す
。

い
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
運
動
男
５
、

女
ｌ
　
ｍ
あ
な
た
の
ご
趣
味
は

０
家
事
や
妻
の
手
助
け
　
　
　
　
１
名
　
働
旅
行
１２
名
、

囲
碁
５
名
、

散
歩
５
名
、

内
畑
仕
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
２
　

写
真
５
名
以
下
音
楽
錆
賞
、

盆
栽
、

読

内
散
歩
、

釣
り
　
　
　
　
男
９
、

女
３
　
書
、

書
道
各
４
名
、

俳
句
、

花
道
各
３
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総会および

懇親会会場にて第6回 定期総会スナップ

熱
心
に
メ
モ
を
と
ら
れ
る
会
員
の

み
な
さ
ん

覇巻拓j:讐採多?まこな責蒼エ

懇親会で始めて知り合ったのが10年来の

知己のようになったという。

（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

（設
問

６
）

当
会

の
ラ」
と

に

つ

い
て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

働
の
火
災
共
済
が
あ
る
こ
と
が
よ
い
。

０
趣
味
の
会
を
発
足
さ
せ
よ
。

い
総
会
は
予
算
が
少
な
い
の
だ
か
ら
現

行
の
ま
ま
で
よ
い
。

向
春
秋

一
泊
旅
行
を
の
で
む
。

総
会
だ

け
で
は
会
員
の
親
睦
は
は
か
れ
な
い
。

内
役
員
の
方
大
変
ご
吉
労
さ
ま
で
す
。

何
も
注
文
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
総
会
の

参
加
者
の
増
加
に
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

い
総
会
後
の
懇
親
会
は
大
変
よ
い
。

来

年
も
や
っ
て
ほ
し
い
。

い
第
七
回
総
会
は
大
平
荘
で
や
っ
て
く

だ
さ
い
。

の
会
報
で
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
の

で
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

り
会
の
予
算
が
不
足
の
よ
う
な
の
で
臨

時
的
に
千
円
程
度
値
上
げ
し
た
ら
ど
う

か
。

は
年

一
回
宿
泊
親
睦
会
で
団
結
を
深
め

て
く
だ
さ
い
。

の
高
齢
者
の
職
業
開
拓
に
努
め
て
ほ
し

の
非
常
勤
職
員
で
す
。

出
張
扱
で
出
席

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

０
幹
事
は
も
っ
と
若
い
人
も
入
れ
る
こ

じ
こ

。

の
役
員
の
方
々
の
お
世
話
を
感
謝
し
て

い
ま
す
。

な
ど
幅
広
い
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思

っ
た
。
ご
回
答
有
難
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

（庄
司
）



(5)第  17 号 神奈川県職労退職者こだま会 1990年(平成 2年 )9月 1日

『趣鴎の3』第1弾発展
『□奥敵りの白』誕鐘O台員園集

～申込はハガキで当会へ～

会員荒井太郎氏のご好意 と献身的本仕ご協

力で発足することになりました。氏のユーモ

アを交えた名調子の解説に酔い給え〃

会
員
募
集

［趣
昧
の
会
誕
生
］

一
、

会
の
名
称

「歴
史
散
歩
の
会
」

二
、

会
の
目
的

同
じ
趣
味
を
通
じ
て
会
員
同
志
の
心
の
交
流
と

健
康
の
増
進
を
計
り
楽
し
い
集
ま
り
を
持
つ
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

三
、

会
の
行
事

１
、

史
話
会

（勉
強
会
）

２
、

歴
史
散
歩

３
、

講
演
会

４
、

そ
の
他

四
、

第

一
回
史
話
会

（勉
強
会

。
会
費
無
料
）

日
時
　
九
月
二
五
日
∞

一
三
二
二
〇
～

一
五
二
二
〇

場
所
　
神
奈
川
県
自
治
会
館
六
階
六
〇
二
号

横
浜
市
中
区
出
下
町
七
五

講
師
　
荒
井
太
郎
氏

テ
ー
マ
　
鎌
倉
史
話

五
、

第

一
回
歴
史
散
歩

日
時
　
一
〇
月
四
日
的

一
〇

・
〇
〇
集
合

・
出
発

集
合
　
Ｊ
Ｒ
北
鎌
倉
駅
改
札
日
前

（小
雨
決
行
）

持
参
　
弁
当
持
参

（当
日
簡
単
な
資
料
を
お
配
り

し
ま
す
）

会
費
　
一
、

五
〇
〇
円

（拝
観
料
そ
の
他
）

コ
ー
ス
　
北
鎌
倉
～
円
覚
寺
～
束
慶
寺
～
浄
智
寺

～
建
長
寺
～
鶴
が
岡
八
幡
宮

（休
憩
所

に
て
昼
食
）
～
宝
物
殿
～
回
宝
館
～
宝

戒
寺
～
妙
隆
寺
～
辻
説
法
跡
～
唾
子
神

社
～
大
巧
寺
～
鎌
倉
駅
（解
散
と

五

・

三
〇

六
、

応
募
要
領

こ
だ
ま
会
員
の
参
加
希
望
者
は
官
製
葉
書
に
次
の

事
を
書
い
て
お
だ
し
下
さ
い

一
、

住
所
、

氏
名
、

年
齢
、

性
別

二
、

参
加
希
望
行
事
名

三
、

宛
先

横
浜
市
中
区
本
町
四
丁
目
三
七

県
職
労
退
職
者
こ
だ
ま
会

「
歴
史
散
歩
の
会
」
係

な
お
参
加
希
望
者
は
会
貝
、

そ
の
家
族
、

及
び

会
員
の
友
人
で
も
結
構
で
す
。

予
め
右
の
葉
書

の

一
、

に
氏
名
、

年
齢
、

性
別
、

続
柄
を
併
記

し
て
下
さ
い
。

七
、
「歴
史
散
歩
の
会
」
世
話
人

一
覧

電
話

（自
宅
）

氏
　
名

荒
井
　
太
郎

庄
司
　
一二
雄

串
田
　
　
洋

田
中
　
英
子

小
川
　
達
子

若
林
　
恵
査

小
野
田
ふ
で
子

青
木
　
　
武

〇
四
五

・
四
〇

一

〇
四
五

・
五
四

一

〇
四
六
七

・
八
二

〇
四
六
二

・
六

一

〇
四
五

・
二
九

一

〇
四
五

・
八

一
二

〇
四
六
二

・
二
二

〇
三

・
四
二
〇

四
二
六
六

二
七
二
四

一
三
〇
二

四

一
九
八

〇
四

一
六

八
〇
三

一

三
〇
六
八

八
九
九
五

以
上
に
つ
い
て
ご
質
問
の
あ
る
方
は
世
話
人
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。



1990年(平成 2年 )9月 1日 神奈川県職労退職者こだま会 第 17 号 (0

～
家
族
に
も
知
ら
せ
て
お
こ
う
遺
族
年
全
～

共
済
年
金
受
給
権
者
（あ
な
た
）
が
若
し
、

死
亡
さ
れ

た
場
合
、

家
族
（遺
族
）
は
ど
ん
な
手
続
が
必
要
か
。

そ
し
て
遺
族
共
済
年
金
額
は
ど
の
位
に
な
る
か
。

今
回
は
遺
族
年
金
に
つ
い
て
記
し
て

み
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

書

き
づ
ら
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

重
要
な

こ
と
な
の
で
の
べ
て
み
た
い
。

こ
こ
で
お
断
り
し
て
お
き
た
い
こ
と

は
、

退
職
者
で
な
い
人
の
場
合
は
、

年

齢
も
若
い
た
め
、

配
偶
者
は
勿
論
、

子

供
な
い
し
父
母
も
生
存
し
て
る
場
合
が

多

い
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
附
帝
的
措
置

が
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
退

職
者
を
対
象
に
し
た
も
の
に
絞

っ
て
の

べ
る
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
と
毎
回
こ
の

講
座
で
は

一
般
の
退
職
者
に
わ
か
り
や

す
く
す
る
た
め
、

巌
密
な
正
確
的
説
明

で
は
難
解
で
あ
る
し
、

私
自
体
も
よ
く

分
か
ら
な

い
こ
と
が
多

い
の
で
、
「当

た
ら
ず
と
も
、

遠
か
ら
ず
」
的
説
明
に

終
始
す
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

県
を
経
由
し
て
連
絡
す
る
と
、

東
京

の
地
方
職
員
共
済
組
合
か
ら
別
紙
の
よ

う
な
請
求
用
紙
等
の
書
類
が
送
付
さ
れ

て
来
る
の
で
、
「遺
族
共
済
年
金
決
定

請
求
書

（記
入
例
が
添
付
さ
れ
て
い

る
。）
に
添
え
て
出
す
添
付
書
類
を

つ
け

て
、

こ
れ
も
出
来
る
だ
け
早
く
提
出
す

る
。
こ
れ
は
審
査
と
、

年
金
の
決
定
が

電
算
処
理
さ
れ
る
た
め
の
時
間
が
か
か

る
た
め
で
あ
る
。

（参
考
）

提
出
先

・
問
い
合
わ
せ
先

地
方
職
員
共
済
組
合
年
金
審
査
課

〒
配
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２
１
７

砂
防
会
館
別
館
６
Ｆ
（恥
）
〇
三
―
二
二

一
十
六
人
九

一

交
通

・
地
下
鉄
永
田
町
下
車
徒
歩
３
分

な
お
、

提
出
書
類
等
記
入
な
ど
分
か

ら
な
い
と
き
は
、

県
職
員
課
で
開
か
れ

る
と
よ
い
。

受
給
権
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、

告

別
式
が
終
わ
っ
た
ら
遺
族
は
出
来
る
だ

け
速
や
か
に
、

県
職
員
課
内
地
方
職
員

共
済
組
合
神
奈
川
支
部
あ
て
ハ
ガ
キ
で

よ
い
か
ら
、

受
給
権
者
の
死
亡
の
報
告

を
す
る
。

す
る
と
県
か
ら
本
部
の
地
方

職
員
共
済
組
合
あ
て
遺
族
共
済
年
金
の

決
定
請
求
用
紙
等
を
本
人
あ
て
送
付
す

る
よ
う
連
絡
し
て
く
れ
る
。

何
故
な
ら
、

二
年
程
前
か
ら
共
済
年

一　
）

参
考
ま
で
に
、

地
方
職
貝
等
共
済
組

合
法
の
中
で
、

遺
族
共
済
年
金
に
関
す

る
、

い
遺
族
の
支
給
要
件
０
年
金
額
等

の
条
文
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

０
通
　
族

遺
族
共
済
年
金
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
遺
族
と
は
、

配
偶
者
、

子

（１８
オ

未
満
）
、

父
母
、

孫

（１８
才
未
満
）
及
び

祖
父
母
で
、

組
合
員
又
は
組
合
員
で
あ

一　
）

っ
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。

（注
）
遺
族
年
金
受
給
者
順
位

修
支
給
要
件

遺
族
共
済
年
金
は
、

組
合
員
、

障
害

等
級

一
級
若
し
く
は
二
級
の
障
害
共
済

年
金
の
受
給
権
者
又
は
退
職
共
済
年
金

の
受
給
権
者
等
が
死
亡
し
た
と
き
に
支

給
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

（次
頁
へ
つ
づ
く
）

金
の
事
務
が
中
央
に

一
元
化
さ
れ
、

県

は
、

共
済
組
合
事
務
の
窓
回
世
話
役
的

存
在
と
な

っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、

直
接
中
央
に
ハ
ガ
キ
等

（正
式
に
は
別
紙

一
の
様
式
）
で
連
絡

し
て
も
よ
い
が
、

身
近
な
相
談
な
ど
も

生
じ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、

や
は
り
県
を

経
由
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
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夫
婦
で
公
的
年
金

（国
民
年
金
を
除
く
）
受
給
権
者

は
併
給
調
整
が
行
わ
れ
る
。

退
職
前
夫
婦
と
も
共
働
き
を
し
て
、

と
も
に
共
済
年
金
及
至
厚
生
年
金
の
受

給
権
者
は
、

い
づ
れ
か
が
死
亡
し
た
場

合
併
給
調
整
に
よ
っ
て
、

い
づ
れ
か

一

つ
の
年
金
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、

夫
が
死
亡
し
て
、

遺
族
共
済

年
金
が
、

生
前
の
年
金
額
二
〇
〇
万
円

の
約
半
分
の

一
〇
〇
万
円
と
な
り
、

妻

の
厚
生
年
金

一
五
〇
万
円
と
す
れ
ば
、

結
局
後
者
の

一
五
〇
万
円
を
選
択
す
る

で
あ
ろ
う
か
ら
、

遺
族
年
金
は
放
美
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

　

（文
責
　
児
玉
）

（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

●
年
金
額

遺
族
共
済
年
金
の
額
は
、

原
則
と
し

て
、

退
職
共
済
年
金
額
の
４
分
の
３
に

相
当
す
る
額
と
さ
れ
て
い
る
。

）

然
ら
ば

一
般
的
に
退
職
共
済
年
金
受

給
権
者
の
遺
族

（主
と
し
て
配
偶
者
）

は
ど
の
位
遺
族
共
済
年
金
を
も
ら
え
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

次
の
図
式

（１０
頁
）

で
説
明
し
た
い
。

(別紙～ 1)

地方職員共済組合理事長殿

氏名

年全証書記号番号

下記の理由により、届出等が必要ですので関係書類を送付 してください。

口己

屈出書類請求理由 (該当するものに○印を付してください。)

① 受 給者の死亡 (死亡年月日  年   月   日 )の ため

2 再 就職又は再退職のため (□公務員として再就職 厚 生年全保険の被保険者等となった

□厚生年全保険の被保険者等でなくなった)

3 遣 族年金又は遣族共済年金を受けている方で次の事由に該当したとき

(1)婚姻した

12)三親等内の親族以外の者の養子となった

●)養子を離縁した

に)他の公的年金を受けることとなった

0子 又は孫が18歳に達した

(6)元組合員の死亡について国民年金法の遺族基礎年金を受けることとなった又は受けることがで

きなくなった

(以下略)

じ所

話

住

電

戦
前
の
悪
夢
―
昭
和
１６
年
度
国
家
予
算

四
十
九
年
前
、

大
平
洋
戦
争
を
目
前

に
控
え
た
昭
和
十
六
年
度
の
一
般
会
計

予
算
は
総
額
七
十
九
億
九
千
万
円

（前

年
度
よ
り
十
八
億
二
十
万
円
増
）
だ
っ

た
が
、

そ
の
主
な
費
途
別
内
訳
の
比
率

（％
）
は
―
―
軍
事
費
四
〇
・
七
、

国

債
費

一
五
・
五
、

補
助
費
九
　
五
、

臨

時
軍
事
特
別
会
計
へ
繰
り
入
れ
八
・
四
、

年
金
と
恩
給
四
　
四
な
ど
。

前
年
度
よ

―

軍
事
費
実

に
四
割
―

り
増
え
た
分
の
内
訳

（％
）
は
―
―
軍

備
の
充
実
二
二
。
一
、

生
産
力
の
拡
充

一
四
・
九
、

軍
人
の
援
護
五
・
人
、

経

済
統
制
二
。
二
な
ど
が
主
な
も
の
。

租

税
の
方
は
前
年
度
よ
り
一
大
・
六
％
増
。

大
戦
争
へ
向
か
っ
て
の
国
家
機
構
の
う

な
り
と
、

民
生
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
つヽ
だ
。

（朝
日
新
聞
か
ら
）
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(別紙～ 2)

遺族共済年金の決定請求に係る請求用紙等の送付について

地方職員共済組合

先に、ご依頼のあ りました遺族共済年金決定請求に係る書類をお送 りします。

請求書類の記入にあた りましては、晴己入例」及び 「記入方法」を参考のうえ、下記の書類

を添えて当共清組合へ提出して ください。

(送 付 書 類 一 覧〉

遺族共済年金決定請求書 ・未払金請求書 ・年全受給選択申出書

ヤ    返 還金充当申出書 ・過誤払金の返遺について 。退職一時金等の返還について

代表者選任届書 ・診断書 ・日常生活に関する申立書 ・遺族共済年金の請求に関する申出書

く添付 していただ く書類一覧〉

1 年 金証書関係について

(1)元 受給者の当共済組合の年金証書 (原本)及 び年金者証 (原本)

(2)元 受給者又は年金を請求される方が他の公的年金を受給されていた場合は、その年金

証書の写

々  2 市 区町村長に発行してもらうものについて

V   (1)元
受給者の戸籍謄本 (原本)

修)元 受給者の住民票の除票 (原本)及び年金を請求される方の世帯全員の住民票謄本 (原

本)

●)年 金を請求される方の所得証明書 ・課税所得証明書 非 課税証明書 ・控除対象配偶者

証明のいずれかの書類 (原本)

3 死 亡診断書について (原本)

元受給者の死亡診断書 (死体検案害)又 は市区町村長が発行する死亡届記載事項証明書

※事務の都合上、各種請求書類は、平成  年   月   日 までに

提出してください。
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(月阻～3)    遺 族共済年金決定請求書

( フ リ ″ ナ)

請求者の氏名 支 部  名 支 部

請

求

者

に

係

る

事

請求者の生年月日 明 '大 ・昭 ・平    年  月  日
性

別
男 =女 元受給者

との続柄

( フ リ ガ ナ)

請求者の住所
一Ｔ

TEL     (    )

請求者が受綸

権を有するキ金

〔請求中の年金)

制度名(共済組合名) 午金の種類 年金証書記号番号 受給権発生年月日

年  月   日 有 無

年  月   日 有 無

〔 ) 〔 〕
〔請求年 月日〕

年    月    日

〔 〕 〔 〕
〔請求年月日〕

年    月     日

金
融
機
関

金 n t機 関名 ( 7〕″ナ) 1    店 観 名 (フリイナ R鈍 目 口 電  客  号 (有 づ め ) 年金受取機関記入欄 項

普 通

当座 /
笠験機関ヨード 店舗コー ド

|  レ′
″

(金融機関へのおgjlぃ)
この相のコードの記入をお顧いします。

r花
―
訂
…
師■

郵 促 月 名 ( フレ す) づ め 通  幌  番  号 ( 右 づ あ )

地方公務員等共横組合法第99条の4第 3項    1  1 非 該当   2 該 当

(フリ″ナ)

元受給者の

氏   名

性

別

男

・
女

元受給者の

生年月]

明

大

昭

年  月   日
元
受
給
者
に
係
る
事
項

元受給者の

死亡年 月日 年  月   日
元受給者の
死 亡 事 由 非公務  ・ 公務  ・ 通勤

元受給者が

受給していた

年   金

制度名(共済18合名) 年金の種類 年金証岳 活号番号 受給権発生年月日 空拾の有ネ

年   月   日 有・無

年   月   日 有・無

年  月   日 有・無

元受格者の祖合員

資格取得年月日
退職死亡当時
の所属機関

所在地
記

入名 称

元受給者力唆けた

退職 一時金

退 職 一 時 令 の 種 類 袴    art 支 給 年 月 日 介
要

上 記 の とお り請求 します 。

地方職員共済組合理事長 殿
平 成   年   月   日

請求者 氏  名 ①

地年規様式第19号
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遺族共済年金計算一般的図式

新
共
済
年
金

×
孝

+5■千円 (中高齢寡婦加算)

半退職共済年金の50%(半 額)

十α (若千上積み)程 度

(解説)

・退職共済年金のうち計算対象となる新共済年全部分は年金額全体の約60～70%と みて、

これに中高齢寡婦加算 (数年おきに増額されている。)を加えると

。一般的に遺族共済年金額は、受給権者 (故人)の 年金額の50%(半 額)な いし若干上積

みというところである。

・組合期間 (在職期間)25年～30年程度で約半額30年以上はそれより若干多いとみてよい

と思われる。

。それにしても共済年金額の平均では月額換算で約20万円以下の人が多いので、遺族がそ

の半分の月額10万円としてこれに国民年金額を月2～ 3万円とみても月12～13万円では

生活は決して楽ではないのであろう。

・中高齢寡婦加算は原則として満40才以上を対象とする配偶者未亡人手当というべきもの

である。

退

職

共

済

年

金

職域年金部分
(民間企業年金相当部分)

報酬比例部分

(厚生年金部分)

定額部分
(国民年金部分)

加給年金

又ハ老齢基礎年金

特別加算
又ハ振替加算
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原水爆禁止1990年世界大会に参加 して
∩
倒

日

円

∪

↓
八
月
六
日
広
島
平
和
記
念
公
園

式
典
会
場
内
外
は
数
万
人
の
人

↑
で
埋
っ
た
。

八
月
四
日
世
界
大
会
々
場
の
広
島
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
は
八
千
五
百
人
が
参
加
、

ま
た
世
界
２６
ケ
国
約
百
名
の
来
費
が
境

上
に
勢
揃
い
。

↑

↓今
年
は
４５
回
目
の
被
爆
の
年
に
当
る
。

非
核
署
名
、

彼
爆
者
援
護
法
制
定
が
切

実
な
問
題
と
な
っ
た
。

）

広
島
市
職
員
免
田
裕
子
（５０
才
）さ
ん
の

被
爆
体
験
に
涙
を
流
し
た
。

５
才
で
被
爆
、

１２
才
で
孤
児
、

今
は
ま

↑
た
子
供
へ
の
影
響
を
心
配
す
る
。

国
際
連
体
集
会
の
分
科
会
場

白
島
小
体
育
館
内
は
３３
℃
、
し
か
し
ヽ

外
国
の
采
費
も
参
加
者
も
熱
心
そ
の
も

の

L
8月 5日の夜はお好み焼きで交流会

県職労関係28名とともに (取材カメラ 児 玉、青木)
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ヘリレジ中ライフ〔3〕
健康づ くりのための食生活

チェックポイン ト

上 野 多 恵 子

い き
最
近
、

健
康
食
品
、

健
康
飲
料
、

健

康
体
操
、

健
康
機
具
、健

康
づ
く
り
等
々

と
い
う
言
葉
を
よ
く
見
た
り
聞
い
た
り

し
ま
す
。
「健
康
産
業
」
と

い
う
分
野

が

一
大
産
業
と
し
て
進
展
し
つ
ヽ
あ
る

よ
う
で
す
。

健
康
づ
く
り
の
三
つ
の
ポ

イ
ン
ト
、

そ
れ
は

「栄
養
」
「
運
動
」
「休

養
」
で
す
。

最
近
は
グ
ル
メ
時
代
と

い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、

年
を
と
る
と
、

そ
ん
な
に
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、

お

い
し
い
も
の
を
少
し
食
べ
る
と
い
う
の

が
、

た
の
し
み
の

一
つ
で
す
。
ま
た
、

丈
夫
で
長
生
き
し
た
い
。

誰
で
も
願
う

こ
と
で
す
が
、

そ
の
た
め
に
自
分
で
簡

単
に
食
生
活
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
か
。

Ａ
‐

郎
離
謎

焼

等

粟

琳

ね
。

そ
こ
で
あ
な
た
の
日
常
の
食
事
の

バ
ラ
ン
ス
度
、

食
嗜
好
、

食
べ
方
等
を

容
観
的
に
な
が
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

合

計
１４
問
あ
り
ま
す
が
的
質
問
に
対
し
て

該
当
す
る
答
に
○
印
を
つ
け
て
み
て
下

さ
い
。

口
終
っ
た
ら
点
数
を
数
え
ま

し
ょ
う
０
に
○
印
が
あ
る
場
合
は
０
点

側
に
○
印
が
あ
れ
ば
１
点
側
に
○
印
が

あ
れ
ば
２
点
と
し
て
計
算
し
て
み
て
下

さ
い
。

内
総
得
点
を
合
計
し
て
判
定
し

ま
す
が
、

ま
ず
鈴
筆
を
持
っ
て
印
を
つ

け
て
み
て
下
さ
い
。
ま
ず
側
問

「食
事

は
腹

一
杯
食
べ
ま
す
か
」
回
答
０
満
腹

す
る
こ
と
が
多
い
。

仰
時
に
よ
っ
て
ま

ち
ま
ち
。

０
腹
人
分
目
に
し
て
い
る
。

の
間

「食
事
を
す
る
時
食
品
の
組
み
合

わ
せ
を
考
え
て
食
べ
ま
す
か
」
回
答
０

ほ
と
ん
ど
考
え
な
い
。

い
考
え
る
と
き

も
あ
る
。

０
い
つ
も
考
え
て
い
る
。

０

問

「野
菜
類
は
よ
く
食
べ
ま
す
か
」
回

答
０
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
。

い
１
日
１

皿
は
食
べ
る
。

０
ほ
ぼ
毎
食
食
べ
る
。

的
問

「人
参
、

ほ
う
れ
ん
草
な
ど
、

緑

や
黄
色
の
野
菜
を
よ
く
食
べ
ま
す
か
」

回
答
０
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
。

い
週
２

～
３
回
位
は
食
べ
る
。

側
ほ
ぼ
毎
日
食

一　
）

べ
る
。

０
問

「
呆
物
は
毎
日
食
べ
ま
す

か
」
回
答
０
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
。

０

週
２
～
３
回
位
は
食
べ
る
。

研
ほ
ぼ
毎

日
食
べ
る
。

０
問

「肉
や
魚
、

卵
、

大

豆
製
品
な
ど
の
質
白
性
食
品
の
い
ず
れ

か
を
食
べ
ま
す
か
」
回
答
０
あ
ま
り
食

べ
な
い
。

仰
１
日
２
食
は
食
べ
て
い
る
。

価
ほ
ぼ
毎
食
食
べ
る
。

０
間
「牛
乳

（脱

脂
粉
乳
も
含
む
）
を
飲
み
ま
す
か
」
回

答
０
ほ
と
ん
ど
飲
ま
な
い
。

側
週
に
２

１
３
回
程
度
飲
む
。

仰
毎
日
飲
む
。

０

問
「油
を
使
っ
た
料
理
を
食
べ
ま
す
か
」

回
答
側
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
。

側
週
２

～
３
回
程
度
食
べ
る
。

ｍ
ｌ
日
１
回
は

食
べ
る
。

０
問

「昆
布
、

わ
か
め
、

の

り
な
ど
の
海
草
類
を
食
べ
ま
す
か
」
回

答
０
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
。

側
週
２
～

３
回
程
度
食
べ
る
。

０
ほ
ぼ
毎
日
食
べ

る
。

０
間

「
問
食
や
夜
食
を
食
べ
ま
す

か
」
回
答
０
ほ
ぼ
毎
日
食
べ
る
。

側
時
々

食
べ
る
。

０
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
。

側

間

「菓
子
や
甘
い
食
品
を
よ
く
食
べ
ま

す
か
」
回
答
０
ほ
ぼ
毎
日
食
べ
る
。

仰

時
々
食
べ
る
。

側
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
。

０
問
「塩
か
ら
い
も
の
が
好
き
で
す
か
」

回
答
０
大
好
き
。

ｍ
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら

な
い
。

側
意
識
し
て
薄
味
に
し
て
い
る
。

個
間
「刺
激
性
の
食
物
が
好
き
で
す
か
」

回
答
０
大
好
き
。

０
普
通
。

価
あ
ま
り

食
べ
な
い
０
問

「食
事
は
１
日
何
回
で

す
か
」
回
答
０
２
回
、

不
規
則
。

●
３

回
、

最
後
の
１４
問
の
回
答
は
２
つ
だ
け
、

イ　
）

他
は
３
つ
の
な
か
か
ら
該
当
す
る
回
答

を
選
ん
で
下
さ
い
。

総
合
計
点
数
を
計

算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

最
高
点
は
２８
点

に
な
り
ま
す
が
、

次
の
要
領
で
あ
な
た

の
食
生
活
を
評
価
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

的
２５
点
以
上
…
…
大
変
良
い
０
２２
点
以

上
…
…
良
い
０
２０
点
以
上
…
…
ま
あ
ま

あ
良
い
で
し
ょ
う
０
１７
点
以
上
…
…
気

を
つ
け
て
下
さ
い
０
１６
点
以
下
…
…
悪

い
。
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
な

た
は
何
点
に
な
り
ま
し
た
か
。

四
０
の

点
数
の
人
は
い
ま
の
状
況
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
。

０
以
下
の
人
は
田
欄
に
○

印
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

い
ま
の
食

習
慣
を
改
め
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

〔
戦
　
的
郷
抑
噌
求
軸
隅
韓
ネ
焼
Ａ

算

野
菜
と
茄
で
た
野
菜
と
ど
ち
ら
が
体
に

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

又
的
問
の
緑
や
黄

色
の
野
菜
と
は
？

Ａ
馳
　
増

ヽ業
航
加
が
ビ カ、
れ
ず
つ
『
導
綻

ラ
ル
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
し
、

い

ま
話
題
の
植
物
繊
維
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

サ
ラ
ダ
な
ど
生
野
菜
で
食
べ
る
と
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
こ
わ
れ
に
く
い
の
で
す

が
、

沢
山
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

茄
で
た

方
が
量
も
沢
山
食
べ
ら
れ
ま
す
し
、

消

化
も
良
い
の
で
、

お
し
た
し
に
し
た
り

煮
も
の
、酢

の
も
の
な
ど
に
し
て
、

た
っ

ぶ
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

野
業
は
栄
養
成

（次
頁
へ
つ
づ
く
）

Ql



（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

分
の
違
い
か
ら
、

淡
色
野
菜
と
緑
黄
色

野
菜
に
大
別
し
ま
す
。

色
の
こ
い
緑
や

黄
色
の
野
菜
に
は
、

カ
ロ
チ
ン
を
は
じ

め
多
く
の
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

カ
ロ
チ
ン
は
、

小
腸

で
発
が
ん
を
お
さ
え
る
働
き
を
も
つ
ビ

タ
ミ
ン
Ａ
に
変
わ
り
ま
す
。

人
参
、

ほ
う
れ
ん
草
、

小
松
葉
、

春

菊
、

に
ら
、

パ
セ
リ
、

か
ぼ
ち
ゃ
、

ブ

ロ
ッ
コ
リ
、

大
根
葉
、

か
ぶ
葉
、

チ
ン

ゲ
ン
葉
、
し
そ
の
葉
、

わ
け
ぎ
、

な
ど

が
あ
り
ま
す
。

色
の
こ
い
緑
黄
色
野
来

は
、

天
ぶ
ら
、

ご
ま
あ
え
、

炒
め
も
の
、

ナ
ム
ル
な
ど
、

油
を
加
え
た
料
理
に
し

て
食
べ
る
と
、

栄
養
の
吸
収
が
良
く
な

り
ま
す
。
１
日
に
緑
や
黄
色
の
野
菜
皿

ｇ
、

淡
色
野
菜
脚
ｇ
位
を
と
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

∩
当
　
的
瑚
帥
冊
翻
報
胸
レ

特
狩
跡
旋

ま
り
好
き
で
は
な
い
の
で
、

こ
れ
に
変

わ
る
食
品
は
？

Δ
殉
　
半
朔
効
耽
報
い
宛
晦
ド
必
射
い

乳
製
品
で
は
。

叉
料
理
法
を
工
夫
し
て

み
て
は
。

抹
茶
を
い
れ
て
香
り
づ
け
を

し
た
り
、

ンヽ
チ

ュ
ー
、

ス
ー
プ
、

カ
レ
ー

に
使

っ
た
り
、

み
そ
汁
に
入
れ
て
も
、

コ
ク
の
あ
る
味
に
な
り
ま
す
。
ゴ

マ
豆

腐
を
作

っ
た
り
、

料
理
の

つ
な
ぎ

に

使

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

牛
乳

‘
乳
製
品

）

に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
、

た

っ

ぶ
り
含
ま
れ
て
い
る
の
で
１

日
１
本
は
の
み
た
い
も
の
で

す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、た

た
み

い
わ
し
、煮

干
し
、

干
し
え
び

等
の
小
魚
や
海
草
に
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
、

食
品
に
よ

っ
て
体
に
吸
収
さ
れ
る
割
合

が
ち
が
い
ま
す
。

最
も
吸
収

率
が
良

い
の
は
牛
乳
で
す
。

日
本
人
の
食
生
活
に
は
、

カ

ル
シ
ウ
ム
が
不
足
し
が
ち

で
、

最
近
の
国
民
栄
養
調
査

に
よ
る
と
、

所
要
量
の
８７
％

し
か
と

っ
て
い
な
い
と
い
う

結
果
に
な

っ
て
い
ま
す
。

年

を
と

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
量
を

ヘ

ら
さ
な
い
で
、

む
し
ろ
多
め

に
と
り
ま
し
ょ
つヽ
。
カ
ル
シ

ウ
ム
が
不
足
す
る
と
骨
や
歯

が
弱
く
な
り
ま
す
。

骨
に
ス

が
入

っ
た
様
な
ス
カ
ス
カ
の

状
態
に
な
る
骨
粗
し
ょ
う
症

に
な
り
、

骨
折
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

高
令
に
な
る
と
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
力
が
悪

く
な
り
ま
す
の
で
、

適
度
な

日
光
浴
、

運
動
を
し
て
、

吸

収
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

（管
理
栄
養
士
、

当
会
監
査
）

19 第  17 号 神奈川県職労退職者こだま会 1990年(平成 2年 )9月 1日

長 寿 の 秘 訣
厚生省「長寿者保健栄奏調査J

1食 べる量は腹八分目

2動 物性たん白質食品をよく食べて

3緑 黄色野菜 ・海草類をよく食べて

4物 事にこだわらない

5酒  タ バコはほどほどに

Qと
下▼蝉

び


